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老年看護学における教育方法の検討
-ディベー トの教育効果について-

煙 山 晶 子 小笠原 サキ子

要
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高齢者を支える援助者として質の高いケアを提供するために,高齢者に対する権利擁護,身体拘束の心身への弊害

を理解することは重要である.身体拘束は人権擁護の観点から問題があるだけでなく,高齢者のQOL (生活の質)

を根本から損なう危険性が指摘されているが,高齢者ケアの現場で身体拘束が廃止されているとはいえない.身体拘

束のもっ様々な問題に対 して,学生自身が積極的に課題に関心を示し,自分なりの考えを持っ事ができる事が必要だ

と考え,ディベートを実施した.その教育効果を学生の評価をもとに検討したところ,ディベ-卜の導入は,学生の

他者の意見を聞き取る力を養い,高齢者の身体拘束に対する見識を広げる事に効果があると学生自身が実感していた

ことがわかった.

Ⅰ.はじめに

老年看護学において,高齢者ケアの現状で考えるべ

き倫理的課題 には,高齢者 自身の意思の尊重,虐待,

成年後見制度,さらに身体拘束の問題などがある.高

齢者を支える援助者として質の高いケアを提供するた

めに,高齢者に対する権利擁護,身体拘束の心身への

弊害などを理解することは重要である.身体拘束は人

権擁護の観点か ら問題があるだけでなく,高齢者の

QOL (生活の質)を根本から損なう危険性が指摘さ

れている1). しか し,高齢者ケアの現場では全面的に

身体拘束が廃止されているとはいえない2).将来,何

らかの形で高齢者ケアに関わる学生は,身体拘束のも

つ様々な問題について知っておく必要がある.さらに

単に事の是非を教授するだけではなく,学生白身が積

極的に関心を示 し,自分なりの考えを持っ事ができる

ようにすることが必要だと考え,ディベー トを授業に

取 り入れた.その教育効果について学生の評価をもと

に検討する.

ディベー トは一般的に受け取 られているような単な
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る議論や討論ではなく,論理的に思考 し表現する技術

であり,調査の方法を学び,問題の発見から分析,解

決策の提示と比較検証をするという一連のプロセスを

いう3).事前の準備期間,『論題の決定』,『資料データ

の収集と分析』及び 『論理の構築』に取り組み,『ディ

ベー ト討論会』に参加する.さらに 『審判団による判

定』を加えた5つのプロセスを経て行われる4).前半

の4つのプロセスが広義のディベートといわれるもの

である.看護教育においてディベー トは脳死の是非5)

や倫理教育6~7)などに導入されている.

Ⅱ.目 的

ディベートの体験が,学生の高齢者の身体拘束に対

する視点や認識,授業に対する参加意欲に影響 したか

を明らかにする.
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Ⅲ.方 法

1.授業の概要 授業の位置付け

｢老年介護演習｣は,老年看護学科 目に位置づけら

れており,老年看護学概論,老年看護方法論の既習内

容と密接に関連する.

教授対象および開講時期は, 3年次前期の選択授業

である.科 目の目的は ｢施設および在宅における高齢

者の尊厳を支えるケアのあり方について考えることが

でき,ケアを提供する保健 ･医療 ･福祉チームの協働

者 としての看護の果たす役割 と方法について演習を通

して理解する.｣である. この目的達成のため,高齢

者擬似体験や加齢による喪失体験などの演習を行 って

いる.

ディベー トに関係する授業は,全15回の授業のうち

の,ll-13回目に行 った.ディベー ト討論会は13回目

に実施 した. この単元の目的は,事例をきっかけにし

て ｢高齢者に対する身体拘束｣の現状を把握 し,高齢

者ケアにあたる看護職として ｢高齢者に対する身体拘

束｣に対する考えと態度を持てるようになること,と

した.

2.ディベー トの進行

1)事前学習

学生がイメージしやすいように身体的拘束を受

けている事例を紹介 し,どのような状況なのかを

説明 した.(図 1)また,ディベー トに参加する

準備 (『資料データの収集 と分析』8)以下,事前学

習とする)として,課題に取 り組むように指示 し

た.事前学習の課題は以下の通 りである.
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① 事例のRさんの気持ちを推 し量る.

② 身体拘束を何故 してはならないのかを調べ

る.

③ ｢身体拘束 とは｣,｢いったい何が身体拘束

にあたるのか｣,｢緊急やむを得ない状況とは｣

及び ｢切迫性,非代替性,一時性｣について

調べる.

④ 高齢者はなぜ ｢身体拘束される｣ ことが多

くなるのかを調べる.

⑤ とられている身体拘束の方法について調べ

る.

⑥ 身体拘束はやむを得ないとする立場の言い

分を挙げる.

ディベー ト討論会までの準備期間として 2週間

の時間を与えた.学生には事前学習への取 り組み

方を説明 し,拠 り所となるように複数の参考文献

を紹介 した.また,文献の検索方法など,学習の

進め方に対 して適宜,助言 した.

2)ディベー ト討論会の実際

ディベー ト討論会に参加 したのは,学生26名と

老年看護学担当の教員 2名である.

論題は,身体拘束の行われている状況や本人及

び家族の抱える問題について討論するため 『高齢

者における治療 ･看護では,身体拘束をするべき

である.』と設定 した9).

ディベー ト討論会の進行は教員 1名が行 った.

ディベー ト討論会は後述のルールに則って行った.

本来,ディベー トは聴衆を自分の論述で説得する

事を目的として勝敗を競 うものである. しか し,

【事 例】

夫婦二人暮らしのRさんは,79歳の男性です.妻は76歳です.4ヶ月前に視床出血を発症し,かなりの後遺症が残り,痩

養型病院に入院中です.もともと,不整脈と睡眠時無呼吸があり,また誤嘩性肺炎を起こすなど容態が不安定であったため,

リ-ビリテーションが遅れでいます.左半身麻棒があり,左下肢は自分で全く動かすことはできません.左上肢は多少の自

動運動ができる状態です.右上肢は自由に動かすことができています.喋下障害があり,3ヶ月前より胃ろうより経管栄養

をおこなっています.ゼリーを昼に一個,経口摂取できています.構音障害があり,ことばが聞き取りにくく,言葉による

コミュニケーションはとれにくい状態ですが,家族や看護師,理学療法士の話すことは理解できますが,忘れてしまうこと

が多いようです.尿意や便意はあるようですが,はっきりと表現することができないため,おむっを使用しています.皮膚

の掻痔感があり,胃ろうチューブ周囲を掻くような動作,オムツの中に健側上肢を入れて掻き,おむっをはずす動作がみら

れています.この病院に転院した夜に,ベッドの下に降りていたところを看護師が発見し,それ以来4本のベッド柵がっけ

られ,4本とも紐でむすばれてはずすことができないようになっています.同時期に胃ろうチューブと経管栄養ボトルの接

続管をはずし,管を口にくわえていたところを発見されています.これらのことから,看護師は一日8回の経管栄養中は自

己抜去を予防するという目的で,ミトン手袋を両手にはめさせています.最近は,それ以外の時間も,ミトン手袋を両手に

はめさせています.家族が見舞うたびにミトン手袋を外すのですが,手に異臭があります.看護師は家族が帰宅するときに

は,ミトン手袋を両手にはめさせて帰るようにいっています.現在は左膝蓋部に柵による擦過傷が点在しています.病棟節

長は ｢身体拘束はしてはいけないといわれていますが,自己抜去されたら大変だから･･･｣と家族に言っています.

図 1 身体拘束の現状をイメージするために紹介した事例
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今回はディベー ト討論会に参加する事によってコ

ミュニケーションの方法を学ぶことができる,と

いうメ リットに注目し,勝敗を決定する判定者

(ジャッジ) は置かず, 終了後 にコメンティ

クー10)(今回は教員)がディベー ト討論会を傍聴

して感 じたことをコメントすることにした.

参加学生はくじを引いて 『肯定派 (身体拘束は

行われてよい)』『否定派 (身体拘束は行われては

いけない)』のどちらかに属 し,それぞれの立場

の座席に着席 して参加者全員が発言することにし

た. くじで所属する立場を決定 したのは,身体拘

束を肯定する立場で発言する役割を担ってくれる

学生は少数ではないかと予測 し,少数の学生が多

数派との討論になることを避けたためである.

発言の際のルールは下記のように設定 した.

① ディベート討論会は,口論ではなく,その

人を責めるのではないという認識で参加する

事.

② 他者の意見に賛同したり,前の発言者の発

言内容に補足する形での発言でも構わない.

参加者は必ず一回は発言する事.

③ できるだけ多 くの人が発言できるように発

言項目は一つとする事.

発言時間は,進行役の教員が肯定派,否定派の

両者が等分となるように配慮 しながら進めた.

3.ディベー トに対する学生の評価

ディベー ト討論会終了後,参加 した学生に無記名で

下記の5項目の設問11)に対する5段階評価と理由,さ

らにディベー トに参加 した感想を記述 してもらった.

設問 1 人の意見を聞きたい,あるいは自分の意見

と比較 したいというニーズが生まれたか

設問 2 新たな考えや視点が得られたか

設問 3 身体拘束に関する認識が深まったか

設問 4 自分達で授業を作っているという一体感が

あり参加意欲がでたか

設問 5 機会があれば再びディベー トをやりたいか

ディベートに参加 した感想

5段階評価は質問ごとに単純集計 した.各設問に記

載された理由や感想などの記述については意味内容で

分類 してまとめた.分類にあたっては研究者間で協議

を重ね,意味内容に適 したタイ トルをっけた.

4.倫理的配慮

著者 らは,参加者全員に対 して,上記の各設問の集

計結果と理由をまとめたものを示し,今回実施したディ

ベートを導入した経緯をまとめ報告したい事,ディベ-
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トに参加 した印象及び身体拘束について記述 した内容

の使用についての了承を得た.表現については個人が

特定されることがないような例示のしかたを取ること

と,協力の可否によって評価に影響することは一切な

いことを説明した.

Ⅳ.結 果

ディベートに対する質問への回答は以下の結果となっ

た.(図 2,表 1-5)記述内容のデータ化に対 して

25名が同意を示 した.

ディベート討論会での否定派の発言は,高齢者本人

や家族に対する影響や身体拘束を回避するための工夫

などを紹介するものであった.肯定派の論点は身体拘

束が必要な状況や安全が保証できない場合,経済的な

問題や看護や世話をする人員の不足といった高齢者ケ

アの現状をどのように解決 していくのか,という問題

提起が主なものだった.肯定派の立場での発言でも,

高齢者ケアの現場において,何の検討もなく身体拘束

が行われていいのだ,という,人道的見地から逸脱 し

た意見を述べる学生はいなかった.

事前学習として提示 した課題の達成状況は,ほぼ全

員が高齢者ケアでの身体拘束に関する必要事項に触れ,

自分の意見も記述する事ができていた.

次に各設問に対する回答を述べる.

｢設問 1 人の意見をききたい 自分の意見と比較

したいというニーズが生まれたか｣では参加者全員が

『非常にそう思 う』,『そう思 う』と回答 していた.理

由として記述されていた内容は ｢他者の意見,自分と

違う意見を聞く事で新たな視点が得 られた｣,｢様々な

意見がある事を知った｣,｢実際に拘束を受けた家族の

事例を聞いて意見が変わった｣,｢他者の意見に関心が

あった｣,｢他者の意見を聞く事の意義を感 じている｣

であった.

｢設問 2 新たな考えや視点が得 られたか｣では大

多数が肯定 していたが,『考え方に変わりはない』ま

た 『考えがゆらいだ』という回答 もあった.

｢設問 3 身体拘束に関する認識が深まったか｣で

は,参加者全員が 『非常にそう思 う』,『そう思う』と

回答 していた.理由として記述されていた内容は,

『重要な問題だと深 く考えるようになった』,『自己学

習するまで拘束がいけないこと,論議されていること

を知 らなかった』など 【問題の重要性の認識】を理由

に挙げていた.【事前学習 ･ディベー ト】によって,

身体拘束に関する認識が深まったという記述もあった.

さらに 『自分達が変えていかなければならない』とい

う 【援助者としての立場】からの回答 もあった.
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設問5

機会があれば再びディ
ベートをやりたいか

設問4
日分速で授業を作ってい
るという一体感があり参
加意欲がでたか

設問3

身体拘束に関する認識が
深まったか

設問2
新たな考えや視点が得ら
れたか

設問 1

人の意見を聞きたい,自
分の意見と比較 したいと
いうニーズが生まれたか

25% 50% 75%

図 2 ディベー ト終了後の感想 n-25

田 5 非常にそう思う

因4 ややそう思う

国3 どちらともいえ

ない

E】2 ややそう思わな

い

[コ1 全く思わない

表 1 設問 1の自由記述 (人の意見をききたい 自分の意見と比較 したいというニーズが生まれたか) n-25

他者の意見,自分と違う意見

を聞く事で新たな視点が得 ら 11

れた

他人の意見と比較する事で違った意見が見えるから

自分と違う視点で考えている人もいて参考になった

人の意見を聞く事で自分で気づけなかったところがわかった

人の意見を聞いて自分の考えが広がり,自分の意見がより強くなった

様々な意見がある事を知った 2
同じ肯定派,否定派でも発言の内容に違いがあったため

思いっかなかった意見がたくさんでてきた

考えをまとめる事ができなかったので,他者の意見に関心があった

自分の意見との違いを兄い出そうとしている

他者の意見に関心があった 5 やむを得ない場合にどのように判断するのか他者の意見に関心があった

他者の意見に興味があった

自分の意見に反対派がどのような発言をするか興味があった

他者の意見を聞く事の意義を

感 じている

参加者の体験を聞いて意見が

変わった

自分の意見だけで結論を出すのでは不十分で,他者の意見を聞いて視野を広げる

ことができる

自分の意見だけで結論を出すのは不十分で成長できない

自分の考え方だけでは物事を一面でしかとらえないから

それぞれが違う意見をもっている 他者の意見を聞く事は意味がある

1 実際に拘束を受けた家族の事例を聞いて意見が変わった

表 2 設問 2の自由記述 (新たな考えや視点が得られたか)

様々な視点で考える事ができた

考え方には変わりはない

考えがゆらいだ

記載なし

秋田大学医学部保健学科紀要 第13巻 第 2号
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表 3 設問3の自由記述 (身体拘束に関する認識が深まったか) n- 25

重要な問題だと深 く考えるようになった

問題の重要性の認識 自己学習するまで拘束がいけないこと,論議されていることを知 らなかった

自分では拘束だと思っていなかった事が拘束だと知って驚いた

事前学習 ･ディベート

5

1

1

事前学習,意見交換によって認識が深まった

事前学習によって意識が高まった

拘束の現状を知ることができた

両者の立場がわかってきた

違う情報を持ち込むことができる

援助者としての立場

5

3

3

2

1

意見を聞いて自分の考えがはっきりした

自分達が変えていかなければならない

自身の看護観を振り返った

記載なし な し

1

1

1

(数字は記述 した人数)

表 4 設問4の自由記述 (自分連で授業を作っているという一体感があり参画意欲がでたか) n-25

発言に対する条件設定について

参加者の発言について

全員が発言できてよかった

条件のため発言 している人が多いのではないか

発言に対する慣れ ･勇気が必要

学生が司会をしてもいい
ディベートの進行について

教員の進行について

ディベートについて

おもしろかった

一体感について

慣れてくると良かった

意見があっても発言する勇気がなかった

学生が司会 してもいい

教員が進行 していたのでよかった

意見交換するのは学生主体の形態だと思った

おもしろかった

ディベートは参加 している感覚があった ディベートは参加 している感覚があった

事前学習 したことで一体感があった

参加人数について 人数について

記載なし

事前に調べてきたことや討論で授業を作ってい

るという一体感があった

人数が多い

人数はちょうどいい

表 5 設問5の自由記述 (機会があれば再びディベー トをやりたいか) n-25

一
3

1

㌻

3
一
3

r
2
I
N
I
cl
一
l

一

2

2

1

1

(数字は記述 した人数)

肯定的意見

視野がひろがった

ディベー トの意義を実感 した

楽 し い

発言する事で意識できる事がある

苦手な発言を克服するためにも必要

否定的意見
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8

5

2

2

1

発言への抵抗感 :緊張する 恥ずかしい

少人数で実施 したい

テーマが難 しい

混乱するのではないか

∩

.一

l

1

1

記載なし 2

(数字は記述 した人数)
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表 6 ディベートに参加して感じた事 n-25

他者の意見を聞く事は大切だ

自分の意見が明確になった

肯定派,否定派両者の立場が理解できるようになった

自分の意見と反する側での発言だったが,自分では気が付かない点に気が付く事ができた

8

5

1

4

否定派だったが揺れ動いた

自分の意見と反する側での発言だったため,考えが揺れた

自分の意見と反する側での発言だったため,意見が出て来なかった

3

1

2

そ の 他 1

｢設問 4 自分達で授業を作っているという一体感

があり参加意欲がでたか｣に関しては,『おもしろい,

楽 しい』『事前に調べてきたことや討論で授業を作 っ

ているという一体感があった』という一体感,参加意

欲に関する記述以外に,【参加者の発言について】

【ディベート討論会の進行について】挙げられていた.

『参加者は一人一回は必ず発言するという条件を負担

に感 じたのではないか』という内容と逆に 『全員が発

言できてよかった』,『(条件のため)発言 しようとし

た』という記述があった.また 『緊張が伴い,場に慣

れてくるに従って参加できるようになった』というも

の,『意見があっても発言する勇気がなかった』,とい

うものがあった.さらにディベー ト討論会への 【参加

人数】については 『ちょうど良かった』というものと

『多かった』という記述があった.

｢設問 5 機会があれば再びディベー トをやりたい

か｣に対 して理由として記述されていた内容には 『意

見交換の良い場になった』『意見交換する機会がない

ので必要だ』『苦手な発言を克服するためにも必要』

などがあった.反面で 『緊張する』『恥ずかしい』発

言への抵抗感を理由にあげているものもあった.

｢ディベー ト後の感想｣は 『他者の意見を聞 く事は

大切だ』という内容が最も多かった.肯定的な意見と

しては 『自分の意見が明確になった』『肯定派,否定

派両者の立場が理解できるようになった』『自分の意

見と反する側での発言だったが,自分では気が付かな

い点に気が付 く事ができた』などがあった.ディベー

トに参加する事で自分の考えが揺れ動いた,という記

述は,肯定派,否定派の双方で見 られた.『発言する

側の決定は意思とは違ったため,発言がしにくかった』

という記述 もあった.

Ⅴ.考 察

高齢者の身体拘束をテーマにディベー ト授業を導入

し,事前学習およびディベー トに参加 した学生の視点

秋田大学医学部保健学科紀要 第13巻 第 2号

(数字は記述した人数)

や認識に影響があったか,授業に対する参加意欲がで

たか及びディベー トに対する関心について検討 した.

｢設問 1 人の意見をききたい 自分の意見と比較

したいというニーズが生まれたか｣,｢設問 2 新たな

考えや視点が得 られたか｣では,『他者の意見を聞く

事で,自分自身が全 く注目していなかった視点に気づ

かされた』という記述が多 く,参加学生が他の学生の

意見に関心を示していることがわかった.教育ディベー

トにおいては,相手を論破する事が重要なのではなく,

議論を通 して様々な意見の良いところを認めていくと

いう態度を養う事に目的がある.さらに,ディベー ト

討論会に参加する事により,傾聴力が身に付き,自説

の主張だけではなく相手の論点を把握する訓練にもな

るとされている12).『事前学習の段階では考えをまと

める事ができなかったので,他者の意見に関心があっ

た』と記述 していた学生もいた.こういった記述は,

身体拘束の行われる状況に対する自分の意見を持って

ディベート討論会に臨んではいるが,身体拘束がなさ

れている状況の学習を深めるほど,様々な立場や状況

を考慮 しなければならないのだと認識され,一言では

表現できない,と感 じたためであろう.また,自分の

意見が他学生の意見と食い違っていないか,関心を持っ

て聞くことによって,事前学習で不足 していた身体拘

束の抱える複雑な要因をとらえるにつながったと考え

る.

｢設問 3 身体拘束に関する認識が深まったか｣で

は,身体拘束はやむを得ない状況でのみ行われる処置

であるという,重要性を認識 している記述がみられた.

今回の授業では,学生は事前学習に加えて,ディベー

ト討論会を体験する事によって,｢身体拘束は禁止す

べきだ｣とされている現状には様々な要因が伴うこと

や,本当に身体拘束が必要なのかを検討することが必

要だということを強 く認識 したものと考える.

-設問 4 自分達で授業を作 っているという一体感

があり参加意欲がでたか｣では,全員が事前学習に取

り組み,意見をまとめて参加 した事で一体感を感 じた
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ようだった.ディベー トを実施するためには,身体拘

束を肯定する立場で発言する者が必要であるが,その

役割を担う学生は少ない事が予想された.このため,

学生自身の考えが否定派 ･肯定派のどちらかに関係な

く, くじで決定 した.この点について,学生の感想に

は 『自分の意見と反対の立場だったため発言しにくかっ

た』,『発言できなかった』という記述や 『反対の立場

で発言する事で気がつく事もあった』という記述があっ

た.ディベー ト討論会では本人の持論とは関係なく発

言の立場を決定する場合もある13).しか し,学生の身

体拘束の是非という論題に対する関心やディベー ト討

論会への参加意欲を考慮すると,肯定派,否定派のど

ちらの立場で発言 したいかを確認 したうえで実施する

方法もあったと考える.

参加意欲に関する記述以外には 【参加者の発言につ

いて】 【ディベー トの進行について】が挙げられてい

た.『多数の前で発言することに緊張 し,発言に勇気

が必要だった』という記述や,『ひとり一回は必ず発

言するという条件を負担に感 じたのではないか』とい

う記述があった.また 『発言には緊張が伴い,場に慣

れてくるに従って参加できるようになった』というも

のや 『なかなか発言できなかった』というものがあっ

た.ディベー ト討論会に参加することによって,パブ

リック･プレゼンテーション形式でのコミュニケーショ

ンの方法を学ぶことができる,とされている14).多 く

の人の前で話すことに慣れていない学生は積極的に発

言 しようとせず,よく発言する学生と発言 しない学生

に分かれて しまいがちである.ディベー ト討論会では

発言する時間と順番が決められているので発言せざる

を得ない.そのため,自ずと発言することになり,吹

第にコミュニケーション方法を身につける事ができる

事を期待 している.ディベー トを進める過程が,自分

の意見を他者に理解できるように表現する技術を学ぶ

機会となることを学生に意識づける事も必要であろう.

また参加人数について も,意見が分かれていた.

｢設問 5 機会があれば再びディベー トをやりたいか｣

においても,多 くは好意的な表現でディベートに興味

をもっているととらえたが,やはり発言に対する抵抗

感が記述されていた.多 くの人がいる場で発言するこ

とを,苦痛に感 じる学生 も含まれている事を考慮 し,

ディベート討論会に慣れる事を期待 して,少人数,短

時間で実施するという方法を導入 してみることも考え

ている.

｢ディベー トに参加 した感想｣では,他者の意見に

耳を傾ける事の重要性の他,ディベー ト討論会に参加

する事で考えが揺れるという記述があった.事前学習

によって,一旦,まとまっていた考えがディベー ト討
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論会に参加する事で,揺れ動き,身体拘束を否定する

立場にあっても,『単純に考えることのできない問題

だということに気がついた』という記述も多かった.

これらは,複雑な背景や状況で様々な立場で判断する

ことが求められると実感 したためと考える.このよう

な実感は講義や自己学習だけでは得 られない効果であ

り,より現実感を伴って問題の起 こっている状況を検

討する機会になったと考える.

Ⅵ.おわリに

ディベートの導入は,学生の他者の意見を聞き取る

力を養い,見識を広げる事に効果があると学生自身が

実感 していたことがわかった.今後は,高齢者ケアの

現状で起こりうる,倫理的課題や,他職種との協働な

どをテーマに,ディベー ト教育を実施する事も考えて

いる.課題として,多人数の面前での発言に抵抗があ

る学生への配慮が必要であったが,少人数,短時間で,

数度実施するなどの工夫をしながら,ディベー トのも

つ教育的効果を生かしていきたい.
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DiscussionofMethodologyinGeriatricNursing
TheEducationalEffectivenessofDebate

ShokoKEMUYAMA SakikoOGASAWARA

Nursingcourse,SchoolofHealthSciences,AkitaUniversity

(57)

In ordertoofferahigh standard ofcarewhen supporting elderly people,itisimportantto

understandtheirrightsandtheadverseeffectonmindandbodyofphysicalrestraint.Physicalrestraint

isnotonlyproblematicfromthepointofviewofhumanrights:thereisalsothedangeroffundamentally

damaginganelderlypersonsQOL (qualityoflife),butphysicalrestrainthasnotbeenabolishedfrom

geriatriccare.Asstudentsexpressedaninterestinthemanyissuessurroundingphysicalrestraintandit

wasfeltimportantthattheydevelopedtheirindividualideasonthesubject,weorganisedadebate.When

weinvestigatedtheeducationaleffectivenessbasedonstudentevaluations,Wefoundthatthestudentswere

moreabletolistentotheopinionsofothersandhadagreaterawarenessofphysicalrestraintingeriatric

nurSlng.
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